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§１ はじめに 

首都直下型の大地震が発生すると、東京都内だけで約

390 万人が帰宅困難者になるといわれている１)。災害時に

迅速に正しい行動をとることは被害を最小限にするため

にも重要であるが、災害時には冷静に行動できない可能

性もあるため、マニュアル等を携帯し、常に活用できる

工夫も重要である２)。そこで新宿副都心の大学に通う大学

生を対象に、在学時あるいは通学時等に被災した場合に

適切な行動をとるためのリーフレットを提案する。 

§２ 学生の防災意識等に対するアンケート調査 

本報では新宿副都心にある文化女子大学学生を対象と

した災害用携帯リーフレットを提案する。掲載項目等を

決定するための予備調査として、2008 年 7 月に防災意識

および知識に関する設問を含むアンケート調査を実施し

た。調査概要を表１に示す。なお調査対象は大学での生

活を何年か過ごした 3,4 年次とした。 

表１ 調査概要 

文化女子大学では

学生に地震災害緊急

対応マニュアルが記

載された手帳を毎年

配布している。そこ

で手帳の携帯状況お

よび地震災害緊急対

応マニュアルの認知

度を調査した。結果

を図１，２に示す。 
既往調査３)と同様、

手帳の携帯率は低く、

常時携帯できる情報

とはなっていない。

また地震災害緊急対応マニュアルの認知度も低く、知っ

ていても見ていないという回答者も少なくない。 

 次に大学周辺

の一時避難場所

および広域避難

場所に対する認

知度の調査結果

を図３に示す。 
８割以上が知ら

ないと回答した。また「知っている」と回答した学生の

中には誤答も多く、正確に場所を理解している学生はご

くわずかである。震災時にその場に適した避難行動を取

れるようにするためのマニュアル等は必要であり、それ

を常時携帯できる

ことも重要である。 

次に提案予定の

携帯式リーフレッ

トに掲載して欲し

い内容を質問した

結果を図４に示す。 

様々な場所の情

報が回答された。

回答数が少ない内

容は省略したが、

「食べられる草」

「落ち着ける言葉」などの回答もあった。 

 携帯できるリーフレットの大きさについても質問した

結果、定期入れに入る大きさという回答が４割以上であ

った。そこで既往研究を参考に３）、両面で作成したものを

折りたたむ方式で使用するリーフレットを作成する。 

§３ 学生用震災リーフレットの試作 

リーフレットに掲載する内容について、既往研究２，３）、

各種文献４－６）およびアンケート調査の結果から検討した。

その結果、「震災発生時の適切な行動」「避難場所や避難

経路」「震災後の安否情報の確認方法」「応急処置」「避難

時の持参物」「帰宅困難者に関する情報」を掲載内容とし

た。また、広域避難場所に行ったことのない学生は多く、

入り口等も分かり難いため、地図だけでなく、避難経路

上で目印となる場所の写真もいくつか掲載する。 

§４ 試作リーフレットに対するヒアリング調査 

 震災用のリーフレットを試作し、この評価と改善案等

を抽出するため、2008 年 12 月に文化女子大学住環境学科
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図３ 避難場所の認知度 

図４ 掲載して欲しい情報 

対象者
文化女子大学新都心キャンパスに通う学生
（主に高層階で授業を受けている住環境学科学生）

実施時期 2008年7月
配布・回収方法 手渡しによる配布・回収
回収状況 配布数135部、　回収数109、回収率80.7％
主な質問項目 手帳の携帯率と防災マニュアルの認知度

帰宅困難者に対する意識
大学の避難場所に認知度
震災時の避難行動について
災害時に必要な情報
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図１ 大学の手帳の所持状況 

図２ 地震災害緊急対応 

マニュアルの認知度

0 20 40 60 80

持ってきている

時々持ってきている

持ってきていない

人数

―523―

7227 日本建築学会大会学術講演梗概集 
（東北） 2009年 8 月



*1 元文化女子大学 
*2 文化女子大学住環境学科 准教授・博士（学術） 

*1 Former Student, Bunka Women’s Univ. 
*2 Assoc. Prof., Dept. of Dwelling Environment, Bunka Women’s Univ., ph. D. 

 

1～4 年の 27 名にヒアリング調査を実施した。

調査項目は掲載した項目の必要性の有無、分

かりやすさ、デザイン等である。 

大部分の項目は「分かりやすい」と評価さ

れたが、その他「もう少しやわらかい表現の

方が良い」「重要な文とそうでない文の文字

の大きさか色を変えて欲しい」「図を増やし

てほしい」などの意見が得られた。また各項

目の必要性は肯定的意見が大半であった。 

なお、形状の大きさ、地図の大きさ等は大

部分の学生が適切であると回答し、７割以上

は「毎日持ち歩きたい」と回答した。よって

ヒアリングで得られた意見を活かして改善を

行えば、毎日携帯するリーフレットとして活

用される可能性が高いと考えられる。改善し

た最終案を図５，６に示す。 

リーフレットの表面には以下の５項目を掲

載した。 

①学内で地震が起きた時の行動 

②学外で地震が起きた時の行動 

③応急処置の方法 

④安否情報の取り方 

⑤避難時持っていくと良いもの 

特に「学内で地震が起きた時」の内容とし

ては高層階からの避難に対する注意点やエレ

ベータ利用時の注意などを記載している。 

リーフレットの裏面には、以下の５項目を

掲載した。 

①避難場所への行き方（地図と写真） 

②日ごろから行うべき対策 

③帰宅困難者について 

④帰宅支援ステーション 

⑤帰宅する場合の注意 

 そのほか安否情報の入力に必要となる緊急

連絡先の記入欄を設け、携帯の電池が切れた

場合にも連絡できるようにした。リーフレッ

ト全体の大きさはＡ４とし、定期券入れに入

る大きさに折りたたんでも分厚くならないサ

イズとした。 

§５ おわりに 

 本報では、所在地が都心にあり、通常高層階で授業を

うけている文化女子大学の学生を対象とした携帯用の震

災リーフレットを提案した。事前調査の結果と、試作案

に対する意見等を考慮して改訂し、最終案を作成した。 
折りたたむと定期の大きさになる携帯機能をもたせる

ことで、日頃から常に携帯することを可能とし、被災時

にはそれを見ることで焦らずに適切な行動がとれ、さら

には迷うことなく避難所にも移動できるものとして利用

されることを期待している。 
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　　エレベータ内

    全てのボタンを押して！！
 ・閉じこめられたら救援を待とう。
 ・むやみに大声を出すと体力を消耗するので
   気を付けよう。
 ・携帯電話は電池の減りが早くなるから注意！

　 階段
 ・廊下や広い場所に避難するか、体制を低くして
 　手すりに捕まり揺れが収まるのを待とう！
 ・揺れが収まったら先生か放送の指示に従おう。

　 廊下
 ・壁に身を寄せ安全に注意しよう！
 ・揺れが収まったら先生か放送の指示に従おう。

   校舎前
 ・持物などで頭を覆い、落下物(窓ガラス・外壁・
  　　自動 販売機)に注意し頑丈そうな建物の中に
　　　避難するか、建物から離れて広い場所に避難
　　　しよう。

避難時持っていくといい物

・大きな荷物は置いていこう！
　 ・携帯電話(懐中電灯・ラジオ・テレビの

　　　　　 　　　 代わりに)

　・貴重品 ・飲料水 ・アメやチョコ

　・タオル ・ティッシュ ・ウェットティッシュ

　・バンソウコウ

　・笛、防犯ブザーなど音の出るもの(携帯でもＯＫ)

　  その他にあるといい物
　・充電器(電池や手動でできる物)

 　・コンタクトレンズ ・メガネ ・マスク

　 ・カイロ(冬の場合) ・常備薬

 　 避難場所
　一時避難場所 ･･･緑道･学園プラザ･緑の広場

文化女子大学震災用マニュアル
（学生用）

① 身の安全の確保

② 素早く火の始末

③ 出口の確保

④ あわてて外に飛び出さない

⑤ 正しい情報の入手

⑥ エレベータは使用しない！

地震が起きたら！

安否情報
災害時には携帯電話が繋がりにくくなります。安否

確認には↓のサービスを使おう！
　

　　災害伝言ダイヤル１７１
１７１⇒録音：１(暗証番号を利用→３)
　　　　　　再生：２(暗証番号を利用→４)
　　→電話番号入力→ガイダンス⇒録音(３０秒)
　　→伝言の再生

　　災害時伝言板サービス
　災害時に伝言板からとして安否情報の確認や
　 伝言を残す事ができます。
　・DoCoMo【I Menu】トップ(災害時のみ)
　・au【EZweb】トップ(常時)
　・SoftBank【Yahoo!ケータイ】トップ(常時)

補足
毎月1日、正月三が日、防災週間(8/30～9/5)
ボランティア週間(1/15～21)には各社共に無料体
験ができます。
ぜひ、一度試してみましょう！

緊急地震速報
各携帯会社では最大震度5弱以上の地震の際に、
緊急地震速報を震源地周辺のエリアの携帯にメー
ルで届くようにしています。
受信が必要な場合もあります。

学外で地震が起きた時

     路上にいた場合
・持物などで頭を守る。建物や自動販売機から
　離れ、広い場所に避難する。
・頭上から広告看板やガラスが降ってくる事も
　あるので気を付けよう！
・また、切れた電線にも気を付けよう。

　    地下にいた場合

　　慌てない！！
・大きな柱、落下物の少なそうな壁に身を寄せて
　揺れが収まるのを待とう。
・ショーウィンドーなどガラスがある場所からは
　離れる。出口に人が殺到してパニックになる
　可能　性があるので注意しよう。

　   電車・バス
　　係の人に従う！
・線路脇には高圧電線の通っている路線もあるの
　で、勝手に線路に飛び出たりしない。

　  駅のホーム
・落下物が非常に多い。持物などで頭を守り柱か、
　ベンチに身を寄せよう。

・自動販売機には近寄ってはダメ！

応急処置

　 止血法
●直接圧迫法
①出血している部分に直接清潔なガーゼ
  布などを当てて上からグッと圧迫する。

②当てた布に血がひどくにじんできても
  交換しないで上から新しい布を重ねる。

●高揚法
①直接圧迫法で出血が止まらない場合は、
  出血している患部を押さえる。

②心臓よりも高い位置に上げる。
   ※骨折･脱臼している可能性のある場合は
　　　 無理に行わない。

感染予防のために、な
るべく血液には直接触
れないように気をつけよ

う。

　   刺し傷
 
 ◎ 刺さったものは絶対に抜かないこと！

 ●腕や足にクギや棒などが刺さり貫通して
    しまった場合は抜かないで病院へ行く。

 ●刺さった物が長く、搬送の邪魔になる
   場合は余分な所を切り取る。

　　やけど
 

 ◎とにかく冷やす！！
　

 ●広範囲のやけどの場合は、衣服を
　  脱がせずにそのまま水をかけて冷やす。

    ※絶対にやってはいけない事

　   しょう油や油などを塗ること。
　  治療の妨げや患部が悪化してしまう事が
　  あるからダメ！

学内で地震が起きた時

　   講義中
 ①出口を確保し、カーテンを閉める。
 ②衣類・持物などで頭を覆い、落下物(照明・
  　 黒板・プロジェクター等)から身を守るため
     机の下に隠れよう。

　 避難する時
  エレベータは絶対に使わない！！
 ・必ず階段を使い避難しよう。
 ・先生や放送の指示に従って慌てずに避難。
　・奇数階はエレベータとは逆の階段を使う。
　・偶数階はエレベータ側の階段を使う。

wc

エレベータ

教室 教室 教室

教室 教室

wc

教室教室 教室

　　 奇数階　　偶数階

 

「明治神宮ＨＰ」より引用
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明治神宮宝物殿前

帰宅する場合・・・

①安全な避難路を確認し目的地を決める
●郵便局や、ガソリンスタンド、コンビニ、駅、

　 役所などで道路状況など正確な情報を入手する。

●単独行動は避ける。

●友人もしくは、同じ目的を持った仲間を見つけ

　 行動を共にしましょう。

②安全に帰ることを第一に考える
●交通機関の状況を随時情報収集しましょう。

●帰宅の際にはなるべく大通りを利用する。

　  (大通りにはガソリンスタンドが多くある。

　    また、犯罪から身を守ることもできる。)

●暗闇のため夜間の歩行は行わない。

　    安全なところで夜を明かし、明るくなってから

　    歩行を再開しましょう。

③先を急がず定期的に休憩を！
●長距離を歩くのでペース配分を決める。

　(１時間で4㎞、１日で20㎞が限界)

●歩き始めは体調を確かめながらゆっくりと

　 スタート。

●１時間歩いて10分休憩が目安。

●足に少しでも痛みや違和感を感じたらマッサージ

　 などを行い、早めにケアをしよう。

●雨天時は体力を消耗するので無理に歩かない。

 

帰宅困難者

 帰宅困難者とは・・・
　　大地震に見舞われ交通機関がマヒし、
　　自宅まで歩いて帰ることが困難な人の
　　ことを言う。
　　通常、自宅から20㎞以上離れた場所で
　　大地震にあった場合に該当する。

　　帰宅困難者になるか事前に確認を！！

「東京直下大地震生き残り地図」より引用

日ごろから行うべき事

  ･家族との話し合い
  　→避難場所を具体的に決めておこう！

  ･帰宅ルートのチェック
　 (何通りかの帰宅ルートを考えておく)

  ･非常時持出品の準備(3日分)
  ･家具の固定(阪神･淡路大震災では、建物や家具な

　　　　　　どによる圧死が死因の90％をしめる)

  ･緊急連絡先控え
　＊安否情報確認の際に電話番号の入力が

　　　  必要になります。必ず記載しておきましょう。

　
　
　

　

　

  ･家族の避難場所(例:○○公園△△広場で落ちあう)

　　( 　 )℡

　　( 　 )℡

　　( 　 )℡

　　( 　 )℡

帰宅支援ステーション

　　　災害時帰宅支援ステーション

　　　　　　・コンビニ　・郵便局  ・役所
                        ・吉野屋   ・デニーズ
                   ・山田うどん

                        ・ロイヤルホスト等

　　災害時サポートステーション

　　　　　　・ガソリンスタンド
　　　　　　　　　　 (ENEOS、コスモ、昭和シェル
　　　　　　　　　　　　JOMO、出光興産、モービル
　　　　　　　　　　　　エッソ、ゼネラル、キグナス
　　　　　　　　　　　　九州石油、三井石油、
　　　　　　　　　　　　太陽石油)

帰宅支援ステーションとは・・・
震災が起きた際、下のステッカーが貼ってある建
物は災害時サポートステーション、災害時帰宅支
援ステーションとして徒歩帰宅者に水やトイレ、
情報提供や燃料の提供を行い、帰宅困難者をサ
ポートする。

入り口～明治神宮宝物殿前

②左へ曲がり少ししたら
    公衆トイレがあります。

①甲州街道と西参道の
    交差点を左へ。

◎広域避難場所入り口

③信号を渡ると東京乗馬倶楽
部 があります。 そのまま真っ
直ぐ行くと広域避難場
所の入り口
が見えてき
ます。

広域避難場所…明治神宮宝物殿前
徒歩…約１５分

図６ 学生用震災リーフレット（裏面） 
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